
人口減少に伴う社会環境の変化の中で、サクセスフル・エイジング（健やかな老い）
や死の質QOD （QUALITY OF DEATH）を見つめ、「高齢者の生きる」を支える医療や

介護福祉制度の課題より、市民の意識改革や地域再生を考える。

埼玉県立大学 研究開発センター

開設記念シンポジウム

Saitama Prefectural 

University

2025年,さらに2035年
を見据えて
地域包括ケアシステム
を考える

日程 平成29年2月3日（金）
13：00～15：40

場所 埼玉県立大学 講堂
■パネリスト

筒井孝子氏 兵庫県立大学大学院 教授

地域包括ケアシステムにおける

「規範的統合」のあり方

鶴岡浩樹氏 日本社会事業大学大学院 教授

高齢者のQOD（死の質）を支え、

看取る医療のカタチ

山崎 史郎氏 元厚生労働省 社会・援護局長

前内閣官房・地方創生統括官

地方創生と社会保障

－地域ケアへの多元的アプローチ－

連絡先 埼玉県立大学研究開発センター（中村・小助川）

〒343－8540 埼玉県越谷市三野宮820
E-Mail: Research_c@spu.ac.jp FAX：048－973－4380

出典：平成28年3月
地域包括ケア研究会報告書

■基調講演

人口減少社会を希望に
－持続可能な福祉社会への扉

広井 良典 氏

京都大学
こころの未来研究センター教授



■基調講演

広井良典 氏

1984年 東京大学教養学部卒業（科学史・科学哲学専攻）
1986年 東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了
1986年 厚生労働省勤務
1996年 千葉大学法経学部教授
2001年 マサチューセッツ工科大学（MIT)客員研究員
2003年 千葉大学法経学部教授
2016年 京都大学 こころの未来研究センター教授

【学位】 学術修士

【研究分野】 公共政策及び科学哲学。著書に『日本の社会保障』（岩
波新書、エコノミスト賞受賞）、『コミュニティを問いなおす』（ちくま新
書、大佛次郎論壇賞受賞）、『ポスト資本主義』（岩波新書）等多数

研究開発センター開設記念シンポジウムＦＡＸ申込書

■参加者 申込日：平成 年 月 日

（ふりがな)

参加者（代表者）お名前 参加人数（ ）名

E-mail 電話番号またはFAX

所属名

お問い合わせ先

埼玉県立大学研究開発センター （中村・小助川）

E-Mail: Research_c@spu.ac.jp FAX：048－973－4380

【お申込み方法】 ＨＰ専用お申込みフォームまたはFAXで、お申込みください

ＨＰ：http://www.spu.ac.jp/recept/form.rbz?cd=240 FAX：048－973－4380 （下記の申込書をご利用ください）

鶴岡 浩樹氏

1993 年 順天堂大学医学部卒業

1993 年 自治医科大学地域医療学教室入局
1996 年 岩手県藤沢町民病院内科派遣
2001 年 ケース・ウェスタン・リザーブ大学

家庭医療学講座客員研究員
2004 年 自治医科大学附属病院総合診療部外来医長
2007 年 つるかめ診療所（在宅療養支援診療所）副所長
2013 年 日本社会事業大学大学院 福祉マネジメント

研究科教授
【学位】 医学博士

【研究分野】 地域医療、在宅医療、IPW、福祉人材育成、
EBM/NBM

■パネリスト

筒井 孝子氏
1988年 厚生省国立身体障害者リハビリテーション研究所
1994年 厚生省国立医療・病院管理研究所
1996年 厚生省国立公衆衛生院公衆衛生行政学部併任
2002年 厚生労働省国立保健医療科学院福祉サービス部

福祉マネジメント室長
2003年 フィンランド国立福祉保健研究開発センター

研究員併任
2011年 厚生労働省国立保健医療科学院統括研究官
2014年 兵庫県立大学大学院経営研究科教授

【学位】 医学博士、工学博士、教育学修士、社会学修士

【研究分野】 医療・保健・福祉領域のサービス評価。著書に『地域
包括ケアシステム構築のためのマネジメント戦略』（中央法規）、
『看護必要度の成り立ちとその活用』（照林社）等

山崎 史郎氏

1978年 東京大学法学部卒業
1978年 厚生省入省

内閣府政策統括官（経済財政運営担当）、
内閣総理大臣秘書官、厚生労働省 社会・援護局長、
内閣府政策統括官等を経て、
内閣官房地方創生総括官を歴任。2016年6月退官。

「ミスター介護保険」として、介護保険法の成立から実施、
そして改正までに関わり、現在は、（特定非営利活動法人）
地域ケア政策ネットワーク・総括研究主幹 、北海道庁顧問
などを務める。

【会場案内】

会場 埼玉県立大学 講堂

（埼玉県越谷市三野宮820）

アクセス 東武スカイツリーライン せんげん台駅西口から

バス ５分 または徒歩約20分


